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議長あいさつ

議長／竹下修平
若者議会議長の竹下です。若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の進行を務めさせていただきます。

ただいまから、新城市若者議会を開会します。
６月の第１回若者議会から、私たちは若者が活躍できるまちを実現するべく、さまざまな活動を行ってきました。８月の第８回若者議会では、政策発表を行い、市長や各部長と意見交換を行いました。その後も担当の職員の方と事業の概要、予算の積算について話し合いました。さらに、全10地区の地域意見交換会に出席し、地域の方々に活動の報告をさせていただいています。
本日は、若者議会市長答申ということで平成28年度若者予算事業計画を策定いたしましたので、六つの事業を報告させていただくとともに、今までの活動の振り返りをさせていただきたいと思います。

事業報告は、六つのチームごとにさせていただきます。初めに、ふるさと情報館リノベーション事業（Ｇｅｔ　Ｙｏｕｔｈ）です。よろしくお願いします。
発表
　　発表①（ふるさと情報館チーム）　Ｇｅｔ　Ｙｏｕｔｈ
チームＧｅｔ　Ｙｏｕｔｈによる、ふるさと情報館リノベーション事業の発表を行います。
この事業の目的は大きく二つあります。一つは、公共施設がより利用しやすい空間となるために、若者の視点でリノベーションをすることです。もう一つは、市内の公共施設を幾つか視察した中で、私たち若者委員が感じる問題点や改善点がより多く挙げられていたふるさと情報館をリノベーション対象としたことです。

ふるさと情報館の視察の中で、２階郷土資料室の利用が極めて少ないという現状から、このスペースがもっと多目的に使える空間になればにぎやかになるのにという思いや、時期により自主学習目的の学生が席を独占してしまうという現状から、落ちついて本が読める空間や集中して学習できる場所があればいいのにという思いが出てきました。

このような現状と私たち委員の思いから、今回私たちが提案する事業の概要としましては、まず１年目の事業費として416万9,000円となっています。

事業内容は、まず２階の利用の少ない郷土資料室に多目的空間をつくり、図書や郷土の関するイベント等を行うことで空間の有効活用を図ります。もう一つは、２階にフリースペースをつくることで１階エリアを閲覧専用とし、図書閲覧機能を高めます。
先ほど１年目と述べましたが、この事業は３年の長期計画に基づいて行うものとしています。２年目は、私たちが実施した利用者アンケートでの意見や図書館関係職員の方々からの意見でも多く上がった１階ドリームサロンの拡充です。

図面にあるように、１階ドリームサロンを拡充して、児童図書の集中化と授乳室の設置を行います。３年目では、１年目、２年目で閲覧と学習スペースを分けたことによって生まれた空間に、図書館本来の機能が充実するような書棚の追加や閲覧により適した席の設置を行います。

まずは、郷土資料室のリノベーション案です。現状は、このようになっています。これをリノベーションし、多目的空間を設けます。ここでは、床を張りかえることで、蓋つきの飲み物を飲めるようにします。今ある中央の展示物は撤去しますが、壁際の展示物は残し、二つの空間が共存するような形にします。

イメージでは、このような感じを計画しています。使用形態としては、図書館まつりのイベントや小中学生を対象とした郷土に関する校外学習など、図書や郷土に関する講座として利用できます。イベント等の予定が入っていないときは、学生の自主学習や市民のおしゃべりスペースなど、市民が自由に利用できます。

次に、郷土図書室のリノベーション案です。窓際席をつくることで、現状より座席数をふやすことができます。

次は、ラウンジです。現在、学習スペースとして置いてある机と椅子を撤去します。そこへ間仕切りを設置し、不足していた休憩コーナーをつくります。床を張りかえることにより飲食可能とします。

最後に、１階のリノベーション案です。リラックスできるソファ席や窓際席の設置によって、閲覧エリアとしての機能を高めます。
以上が、今回の政策での全てとなります。

この政策による効果は、一つ目に、２階の多目的空間の活用をきっかけとして郷土資料を観賞する人がふえる。また、新たな図書や郷土に関するイベントの開催により、図書や郷土に興味を持つ人がふえると思います。

二つ目に、１階が閲覧専用となったリラックスできる空間で長時間の閲覧を楽しむことができます。

三つ目に、学習環境が向上されることで、ふるさと情報館を利用した学生が将来より活躍できるまちとなります。

最後に、ネクストふるさと情報館、みんなが集まる場所に生まれ変わります。

これで、Ｇｅｔ　Ｙｏｕｔｈチームの発表を終わります。

議長／竹下修平
次に、情報共有スペース設立事業（エリカ様と愉快な僕たち）です。よろしくお願いします。
発表②（市内ＰＲチーム）　エリカ様と愉快な僕たち
チームエリカ様と愉快な僕たちです。ただいまから、情報共有スペース設立事業についての答申を始めます。
まず、私たちが情報共有スペースが必要だと考えた出来事を紹介します。

私が新城市国際交流協会の主催したイベントに参加したとき、外国人とカヌー体験をともにできるという、とても有意義なイベントだったのですが、そのイベントに他の若者がほとんど参加していないという現実がありました。新城市には、とてもいいイベントがあるのにもったいない、若者にもっと知ってもらえれば、若者も新城市を好きになってもらえるのではないかと考えました。そこで、新城市には、若者が集まりやすい魅力的な情報を集約する施設が必要だと考えました。
次に私たちは、情報をどうやったら魅力的に伝えられるかという方法を考えました。そこで、口コミが重要なのではないかという結論に至りました。口コミは、ＳＮＳではできない、ＳＮＳなどでは単に情報提供になってしまいがちなイベントの紹介を情報共有ということで、２人で話し合いながら魅力を伝えることができます。また、２人で直接会って話すことで、イベントに参加しやすくする実行力を高めることもできます。
新城市の中心であるまちなみ情報センターを情報共有できればとリノベーションすることで、新城市の若者がもっと新城を好きになってもらい、中心街から新城をより活躍していくまちにしていきたいと思います。

次に、施設な具体的な設備について紹介します。

私たちが提案しているＪＫパブについてですが、おおむね16歳から29歳の若者をターゲットとしています。
施設の概要についてですが、パワーポイントをごらんください。字が小さくて見づらいですが、まず下がエントランスになっております。エントランスを入って右手、カウンター兼作業机としています。こちらでは、従来どおり受付や会員証の発行を行います。

入って左手には、情報掲示ボードを設置します。こちらは、利用者へのアンケートを実施したり、市が開催するイベントなどの告知に利用できます。

続いて、ラウンジです。こちらは、気軽に立ち寄り、談笑ができるスペースとしています。ソファを設置し、リラックスして過ごせるスペースとします。情報掲示ボードは、利用者が記入できるスペースとしてイベント参加の呼びかけなど、利用者同士のコミュニケーションを図るために利用します。モニターにはＶＴＲやスライドを流し、利用者への情報提供に利用します。
続いて、２階の説明です。２階は活気あるスペースとします。窓際に学習スペースを設けます。こちらは話し合いオーケーとして、友人と勉強を教え合えるスペースとします。フリースペースには、フレキシブルに使える台形テーブルと椅子を設置します。こちらでは、若者が打ち合わせに利用したり、イベントを開催したりするスペースとします。また、チャレンジ補助金へ応募する若者の打ち合わせを行ったりできるスペースとします。３階は、今までどおりの利用を考えています。

続いて、予算についてですが、基本的には今あるものを利用していきます。しかし、若者がより利用しやすくするために、物品を購入したり、改修を行ったりするための費用として予算は288万円を計上しています。
運営方法ですが、管理人として大学生などの学生アルバイトを雇用したいと考えています。最終的には、利用者にリーダーとなってもらってイベントを開催したり、企画してもらうことを理想としています。

私たちは、このような政策をやっていくことによって、若者が楽しく生き生きとしているまち、若者を通じて市内に情報が流れるようなまちを目指していきます。ＪＫパブの設立によって、市内の若者が情報発信局であるＪＫパブに集まることによって、市内のイベント等の情報が若者を通じて市内に広まっていき、そのイベントに若者の参加者がふえ、そのイベントを通して若者がもっと新城を好きになってもらえると考えています。または、高い目的意欲を持った若者がＪＫパブに集まり、その目的を達成するためにＪＫパブがチャレンジ補助金等でその若者たちのやりたいことを手伝うことによって、若者の成長とともにＪＫパブも成長していけると思っています。さらに、集まった若者たちが新しい魅力をつくる手がかりになってくれるとも思っています。私たちはＪＫパブを設立し、新城というまちを若者が活躍できるまち、そして最終的には若者が定住してくれるようなまちにしていきます。
以上です。
議長／竹下修平
次に、新城市若者議会特化型ＰＲ事業（デストロイヤーズ～めっちゃＰＲし隊）です。よろしくお願いします。
発表③（市外ＰＲチーム）　デストロイヤーズ～めっちゃＰＲし隊
今から、市外ＰＲチームの発表をさせていただきます。

これからの新城市にとっての新しい顔となる大きな可能性を秘めた若者議会、そこにみずからの意思で携わり、これからの新城をより魅力的なものにしようと取り組む若者の姿こそ、新たな新城市の魅力であり、財産であると私たちは考えました。
次に、この政策にかける思いについて説明いたします。

この政策は、若者議会といえば新城、新城といえば若者議会と、誰にでも言ってもらえるようなイメージづくりが目的です。なぜ若者議会に着目したかというと、若者議会は若者がみずからの意思で行動して、そのアイデアが形となり、政策ができていくものです。それはとても魅力的であり、若者の行動は無数の可能性を秘めていると思います。さらに、若者議会は行政からアドバイスをいただき、一体となってよい政策をつくり上げていきます。若者議会は、そういう意味で先進的な取り組みです。そこで、若者議会、特に委員20人を一人一人ＰＲしていきたいです。なぜ若者議会の委員をＰＲしたいのかというと、若者議会の委員は、新城をよくするためにみずから行動できる魅力ある人たちだからです。そんな委員がつくり上げるアイデアが政策になり、それが若者議会の成果物になっていくと思いますので、若者議会の委員をＰＲしていきたいです。
以上から、若者議会の委員をＰＲすることで、新城といえば若者議会、若者議会といえば新城と、誰にでも言ってもらえるようなイメージづくりをすることができると思いますので、この政策を行いたいと思います。

最後に、僕たち市外ＰＲチーム、デストロイヤーズ～めっちゃＰＲし隊の名称には、デストロイは、本来は破壊するという意味がありますが、僕たちのデストロイヤーズの意味には、新城の現状をよりよいものへと変革していくという意味が込められています。また、本日まで委員一人一人が熱く政策実現のために話し合いを続けてきました。この政策により、新城のよい変革の一役を担うものですので、ぜひとも御理解のほどをよろしくお願いいたします。

以上で、市外ＰＲチームの発表を終わらせていただきます。

議長／竹下修平
次に、いきいき健康づくり事業（Ｓａｍｂａ　Ｇｉｒｌ’ｓ）です。よろしくお願いします。
発表④（医療チーム）　Ｓａｍｂａ　Ｇｉｒｌｓ
私たちＳａｍｂａ　Ｇｉｒｌｓは、新城市の将来的な医療費削減のためにバブルサッカーを通じて運動不足の若者を減らす政策を提案します。
新城市の死亡原因の約６割が生活習慣病です。糖尿病で治療している人の割合は県内第１位、高血圧で治療している人の割合は県内第４位です。その要因には運動不足があり、日ごろの生活習慣の改善が求められています。若者委員として、同世代の若者の運動不足を解消する機会をつくりたいと考えました。普段、運動していない若者がやってみたくなるスポーツとして、バブルサッカーができる場所を新城市につくることを提案します。それにより、若者が運動を始めるきっかけとなり、運動不足の若者が減ることとなります。将来的には、新城市の医療費の削減が見込まれます。

バブルサッカーは、前回の議場のときに映像を流したので知ってもらえていると思いますが、今回も、あちらにあるスクリーンに画像をスライドショー形式で流しています。あれは、私たちが豊橋のラウンドワンで体験してきたときのものです。

運動不足の人が取りかかりやすいスポーツとして、なぜバブルサッカーなのでしょうか。その理由は、たくさんあります。運動初心者がレベルも関係なく楽しめる。運動初心者でも、けがをしにくい。接触しても大丈夫なので、男女が一緒に楽しみやすい。おちゃらけた見た目とは裏腹に消費カロリーが大きく、１分当たりの消費カロリーはランニングの2.5倍です。初めて出会った人同士でも、わいわいと盛り上がる。休憩中に見ていても楽しい。まだ多くの人がやったことのないスポーツなので興味を引くなどです。このような特性が運動不足の若者に適していると考えました。
以上のことから、バブルサッカーを利用して健康講座を行います。事業内容の詳細としまして、場所は穂の香看護専門学校の体育館、時間は平日の19時から21時を予定しています。平日の仕事終わりや学校終わりの時間に開催する意味は、普段の生活に運動を取り入れてほしいという目的があります。講座の開催スケジュールは、３か月を１クールとし、隔週開催による６回を考えています。それを２度行う予定で、時期は９月から11月と、12月から２月ごろにやります。３月には、バブルサッカーを利用された方を対象にバブルサッカー大会を開催します。また、講座は健康促進を図るために行うので、保健師さんによる健康相談、血圧測定、簡単な体力チェック等を行い、健康に対する意識を少しでも変えてもらえるようにします。
政策予算は合計約75万円となります。内訳としては、バブルや空気入れやボールといったバブルサッカーを行うための資材、また血圧計といった健康チェックのための器具です。購入したバブルは、講座のみではなく貸し出しも行い、新城市民の健康に広く還元されるようにします。

新城の若者に、バブルサッカーをきっかけに健康への意識を高めてもらい、将来、生活習慣病にならない体づくりをしてもらいたい。健康づくりにおいて何より大切なことは、楽しむことだと思います。バブルサッカーはハードなスポーツでもありますが、スライドで見ていただいたとおり、とてもおもしろい競技です。みんなが笑ってストレス発散をしつつ健康になってもらえたら、すばらしいことだと思います。新城の人たちが元気に暮らせて医療費も削減できる、そんなすてきな政策をぜひ取り組んでいただきますよう、よろしくお願いいたします。

以上です。
議長／竹下修平
次に、お喋りチケット事業（世代のリレー）です。よろしくお願いします。
発表⑤（世代間交流チーム）　世代のリレー
今から、世代のリレーチームの答申をさせていただきます。
私たちは世代間交流について政策を検討するに当たり、新城市の現状を調べました。このグラフは福祉課で行ったアンケートで、１年程度の間で参加した市内活動の質問回答です。ごらんのとおり、世代間交流、高齢者福祉活動の数値が低いことがわかります。

このグラフは、何らかの支援を必要とするような方に対する、これまでの対応についての質問回答です。若い世代は特に関心が低く、何も活動していない人が多いことがわかります。しかし、声はかけないが関心を持っている若者も少なくはありません。

さらに、私たちは高齢者のニーズを把握するため、サマリヤの丘でヒアリングを行いました。その結果、高齢者は発表会、座談会、料理教室や楽しくおしゃべりをするなど、コミュニケーションを図ることを望んでいることがわかりました。

これらの調査結果から、生きがいを感じられずに生涯を終える高齢者がいること、二、三十代の若い世代の地域での見守りや支え合いの関心が薄れているという現状を知りました。私たちは話し合い、今回の政策を通して高齢者が生きる喜びを感じられるまちにすること、若い世代の視野を広げ、他人への思いやりや感謝の心など、豊かな心が育まれるまちにすることを目標としました。そして、テーマを「世代間交流を通して人としての豊かさを育むまち」と定め、お喋りチケット事業を提案します。
お喋りチケット事業とは、事務局が高齢者にチケットを配付し、高齢者が事務局に利用日を連絡します。そして、事務局は支援者を募集します。支援者は高齢者とおしゃべりを楽しみ、高齢者からチケットを受け取ります。そして、事務局でいーじゃん券と交換します。これが事業の流れです。
詳細ですが、対象者は75歳以上の後期高齢者で、独居、高齢者だけの世帯、施設入居者とします。支援者は２人１組で高齢者宅を訪問し、おしゃべりをするという仕組みになっています。事務局としては、社会福祉協議会、ボランティアセンター、ふれあい相談センター等を想定しており、高齢者と支援者のつなぎを依頼することとします。また、おしゃべり会を開催し、若者と高齢者、それぞれの意見、感想等を収集することで、さらによりよい事業に改善していきます。11月に実施予定です。モデル地区として千郷地区で試行的に実施し、将来的には自治区単位に区切って順次制度を広げていけたらと考えております。
今後の目標としては、スタートの年はチケットでつながり100件を目指します。その後、徐々に対象地域を拡大していきます。最終的には、おしゃべりだけでなく若者が高齢者を助け、高齢者の豊富な経験によって若者の視野を広げることにもつなげ、新城市が人間性豊かなまちになることを目指します。
以上です。ありがとうございました。

議長／竹下修平
次に、若者防災意識向上事業（あつこ）です。よろしくお願いします。
発表⑥（防災チーム）　あつこ 
私たちは災害時に活躍できる若者の増加を目指し、若者の防災意識向上について話し合いを進めてきました。そこで、私たちが考えたのが若者防災を考える会の設立です。防災センターにある防災学習ホールを拠点とし、若者目線で防災について勉強し、話し合い、防災意識向上を目指した会の運営や活動をしていきます。そのため、市内での無作為アンケートを配付し、新城の現状を調査することから始めます。また、防災学習ホールを拠点とすることで、災害時には窓口として情報発信の拠点、さらには若者のボランティア窓口としての能力もあり、迅速な行動へと結びつけることができます。
９月には、イベントとして防災フェスタへブース出展をします。内容としては、炊き出しイベントを実施します。防災を考える会メンバーと事前に募集した若者と一緒に炊き出しを体験し、多くの人に食べてもらい、炊き出しの大変さ、多くの人に食べてもらう喜び、達成感などを学んでいきたいです。防災フェスタの集客率の高さを生かし、若者防災を考える会がどんな活動をしているか周知してもらう場でもあり、興味を持った若者が防災を考える会に加入するきっかけにもなり、防災を広げていくことができ、防災意識の向上へとつながります。

初めは、どうしたら新城市が後方支援のまちになれるのか、６月から真剣に考えてきました。しかし、検討していくと、そもそもまずやるべきことはほかにあるということに気づかされました。それが若者の防災意識の向上です。そこで、若者の防災を考える会の設立と防災イベントの実施をしようと検討しました。初めは、とにかく防災意識の向上をしてもらおうと考えていましたが、まず自分たちの意識、能力の向上が必要だとわかりました。つまり、自分たちも、ともに成長が必要だということです。そこで、今回このような提案をしています。
私は、防災意識の向上の先にある一つの理想として、一人一人がみずから災害に対して働きかけられるというものがあります。例えば、みずから家の防災対策ができる、災害時に何をするべきかわかって行動するというものです。このような形を目指し、会のメンバーが互いの思いを共有する意味でも、若者の防災を考える会は大切になるのではないでしょうか。また、この会は自分たちから多くの人へ防災について伝える役割を持っています。ですので、自分たちにも知識が必要です。そこで、今回提案するイベントが生きてきます。
先ほど会には伝える役割を持つと言いましたが、それだけでなく、ともに学ぶ姿勢も重要だと炊き出しイベントを通じて学べるのではないでしょうか。さらに、私は、この会の継続性を大切にしたいと思っています。決して数年で途切れてしまうものではなく、活動を重ねるごとに新たなメンバーが入り、より規模が大きくなっていくサイクルを生み出したいです。そのためにも来年度は防災の知識を得て、意識を高めて、伝えることに加え、会をどうやって進めていくかという詳しい方針もメンバー自身で検討していきます。みずからも成長しながら新城市の防災へ働きかけられる、それが若者の防災を考える会です。

以上のように、私たちの提案するこの政策が実現し、多くの人に知ってもらい、多くの若者が参加し、継続されることで、若者の防災意識の向上及び災害時に活動できる若者の育成につながると考えています。そして、私たちが志した防災のまち、後方支援のまち新城への第一歩となっていくと信じています。

以上で、私たち防災チームの発表を終わります。

答申
企画部理事
それでは、六つの事業の報告が終わりましたので、ここで若者議会から市長に答申を行います。竹下議長、よろしくお願いいたします。
議長／竹下修平
平成28年度新城市若者予算事業に関する答申書。

新城市若者議会は、若者総合政策の実施に関して平成28年度若者予算事業計画を策定しましたので、新城市若者議会条例第２条第１号に基づき、以下のとおり答申します。

平成28年度新城市若者予算　予算総額997万7,000円。

１．ふるさと情報館リノベーション事業416万9,000円。

２．情報共有スペース設立事業288万円。

３．新城市若者議会特化型ＰＲ事業150万円。

４．いきいき健康づくり事業75万3,000円。

５．お喋りチケット事業42万6,000円。

６．若者防災意識向上事業24万9,000円。

平成27年11月２日　新城市長　穂積亮次様。

新城市若者議会議長。

１年を振り返って
議長／竹下修平
続いて、これまでの活動の振り返りを行います。若者議会委員、お１人ずつお願いしたいと思います。
初めに、瀬野尾宗伺委員お願いします。
瀬野尾委員
私は昨年の若者政策ワーキングからこれまで、ふるさと情報館のリノベーションについて話し合ってきました。若者議会ということで、若者の視点から政策について考えましたが、これは決して若者のためだけの政策ではありません。私たちの考えた政策が実施されれば、若者から高齢の方まで全ての方々に今よりよりよいふるさと情報館を提供できると思います。
今回、若者議会に参加することで、私は普通では得ることのできない多くの経験を積むことができました。18歳という若い年齢で市政にかかわれるというのは、めったにないことだと思います。最初、私が参加しても何か役に立てることがあるのかと不安でした。けれども、始まってみるとメンバー全員新城市への思いが強く、私も一緒に熱く話し合っていました。これからの若者議会にも、新城市をよりよい市にしたいという方が集まると思います。若者議会は新城市にとって必要なものになっていくと参加してみて感じました。若者議会を通して多くの若者が新城市に興味を持ち、盛り上げていければと思います。

議長／竹下修平
次に、浅井架那子委員お願いします。
浅井委員
約半年間の若者委員としての活動を振り返って思うことは、若者議会で議論され完成した政策には、異なる世代、さまざまな立場にいる人の視点が詰まっているということです。私のチームの政策であるふるさと情報館イノベーション事業でも、若者委員である高校生、大学生、そしてメンターである市の若手職員の方に加えて、教育部長さん、分科会の方々、図書館長さん、図書館で働く司書の方々、視察先の図書館職員の方々、さらにはほかのチームの若者委員の皆さんなど、本当にさまざまな人の意見が盛り込まれています。若者議会、若者政策と聞くと、若者の視点だけでつくられるものと考える方も少なくないと思います。ですが、活動を通して新城の課題を老若男女全ての人で考え、そこに今まで余り取り入れることのなかった、より若い世代の視点がプラスされることが若者議会であるということを実感しました。また、新城をもっと住みやすいまちにしたいという思いや、新城の存在をもっと広めたいという思いを持った人たちが新城にはこんなにいたんだということ、そしてその中に自分と歳の近い人たちが多くいるということを活動を通して再発見し、このことは新城市民として、とても誇らしいことだと思いました。

若者委員としての任期は終了してしまいますが、政策を提案するだけで終わってしまうのは無責任だと思いますし、本当に実現させてこそ若者議会の意味があると思うので、任期終了後も私たちの提案した政策について考え、積極的に動いていきたいと思います。

以上です。

議長／竹下修平
次に、伊藤早希委員お願いします。
伊藤委員
私は中学３年生のとき、高校２年生の若者が新城をよりよくしようと政策をつくっていることを聞いて興味を持ったのが始まりです。実際に参加してみて、理想だけではなく、実現できるかを考えなくてはならないので難しいこともありましたが、政策をつくるという、若者では余りできないことをしたり、田原図書館などの視察をしたりするなど、とても楽しいことも多かったです。また、学校の友達にも新城を知ってもらえるきっかけになったのでうれしかったし、私自身も新城をより深く知るきっかけとなったので、この若者議会に参加できてよかったと思います。これからも新城が活気あるままだといいと思いました。
議長／竹下修平
次に、清水健至委員お願いします。

清水委員
僕は初め、若者議会に参加するまで、参加をためらっていました。それには僕が、高校３年生、受験は大丈夫か、また高校生が考えた政策が本当に新城市で通用するのかなどといった懸念があったからです。しかし、勇気を出して参加してみた今、僕はここに参加して、心からいい体験をさせてもらったなと胸を張って言えます。
まず人前で話すのが苦手だった僕に、このように多くの人の前で話す経験を与えてくれました。また、政策について考えていく中で、政治に対し興味がわいてきました。そして、市政について知らな過ぎてやばいという気持ちが出てきました。この気持ちは、もし僕が参加していなかったら、市政に対してやばいという気持ちすら起きなかったのではないでしょうか。
ですが、僕が思う一番のプラスとなった出来事は、ここの裏に控えている20人の委員さん、そしてメンターさんと知り合うことができたことです。これは僕にとっての大きな財産です。新城市に対し、同じように興味を持って変えていこうとする同年代の意志の強い若者と知り合えました。このように、僕を大きく成長させてくれた若者議会が、今後ずっとずっと続いて、僕と同じような思いをする若者がふえていくことを望んでいます。

最後に、このように成長させてくださった若者議会を開いてくださり、ありがとうございました。

議長／竹下修平
次に、山本英弥委員お願いします。
山本委員
私がこの若者議会に参加させていただいたきっかけは、このように高校生の身分で市政に参加できるということはなかなかなく、貴重な経験をさせていただけると思ったので参加させていただきました。現在、半年間通してみて、自分の思った以上に貴重な体験をさせていただき、とても楽しく充実したと思っています。私が若者議会をやったことによって、すごく成長できたと思っています。私が若者議会をやる前は、ただ新城東高校に通う高校生だったのに対して、今は新城にすごく興味を持ち、新城のことを好きになることができました。

このように、普通の高校生ではなかなか体験できないようなことをさせていただいたことに、とても感謝しています。現在、新城市へ関心のある若者が少ないので、今回の私たちの活動を通して、これからもっと若者が新城へ興味を持ってくれるといいなと思います。

議長／竹下修平
次に、白井恵理香委員お願いします。

白井委員
私が若者議会へ参加しようと思ったきっかけは、新城市についてもっと知りたいと思ったからです。若者議会は、新城について深く知るいい機会だと思い、参加を決意しました。
最初は不安でいっぱいでした。政策をつくるといっても、そんなことはやったことはないですし、最終的にどのようなものに仕上げていくのか、全く見当がつきませんでした。また、メンバーの大半は学生で、中には一回り近く離れている方もいます。その中でうまくやっていけるのか、私としては難しいところでした。しかし、実際に活動が始まってみると、市役所の方もメンターとしてついていただき、とても助けていただきました。新城の現状について助言をいただいたり、知らなかった各種制度についても教えていただきました。また、高校生の皆さんが真剣に新城市について考えている姿を見て、感銘を受けるとともに、自分が恥ずかしくなりました。正直、私は今まで市政について真剣に考えたことはありませんでした。今まで自分は何をしてきたのかと恥ずかしくなりました。この若者議会を通し、新城市について真剣に考える若者に出会えたこと、そして話し合ったことは、とても貴重で新鮮な経験となりました。

この活動を通して思ったことは、新城市の未来は明るいなということです。地元のためにできることを本気で考える若者がいて、それを実現するために力を貸してくれる制度があって、実際に今、形になろうとしています。今後も、このサイクルが続けば、新城市はもっと魅力的なまちになっていくと思いました。その一員として、今回、若者議会委員の一員として携われたことをとても誇りに思います。これからも新城市に住む一市民として、地元のためにできることを考え、形にしていければいいなと思います。
議長／竹下修平
次に、金田孝徳委員お願いします。
金田委員
若者議会の委員として、まず１年間携わることができましたことを感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。
僕がこの若者議会に参加したきっかけは、６月の所信表明演説でも述べましたとおり、１月の成人式の日に穂積市長からのスピーチで、今の新城は若い力が必要であるという旨の言葉を受け、それが初めのきっかけとなり、やはり若者の力によって新城が動いているということに関して感銘を受け、参加を決意しました。そして、僕は市外ＰＲチームのリーダーとして１年間務めることができました。
初めのうちは、僕自身リーダーとしての経験はほとんどなく、何をしていいのか、どのようにしていったらいいのか、本当にわかりませんでした。その中でも、メンターのお２人に私のリーダーとしての足らずを、さまざまな点を教えていただきながら、自分自身、さまざまな点で成長できたと感じています。この場で改めて感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございます。
本日答申しました政策は、チームの努力の結晶であると思います。若者の力強い思いが込められたこの政策は、やはり改めてすばらしいものであると思うことができました。そして、市長が提案した、このすばらしい若者議会という政策に参加できたことも非常にありがたいと思います。ありがとうございます。そして、来年度以降の委員さんには、若者が新城をよくするために行動し、その中でさまざまな経験をして、成長する喜びを味わってもらえたらうれしいと思います。僕自身は、この若者議会で得た経験を今後生かすとともに、また別の形で今後も新城のためにかかわり続けて貢献していきたいと思います。自分の20年間生まれ育った新城に、引き続き恩返しをし続けていきたいと思いますので、頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
以上、私の、この１年間での若者議会委員としての感想を述べさせていただきました。御清聴ありがとうございました。
議長／竹下修平
次に、長坂明日香委員お願いします。
長坂委員
皆さん、こんばんは。きょうは若者議会の委員として、この機会が最後の発言になるかと思いますので、思う存分、自分の意見を発言したいと思います。
まず、私は同じチームのメンバーの子はもう知っていると思うのですが、やるかやらないか二者択一しかなくて、それを他人に求めてしまう傾向があります。やはりチームでの話し合いが大変多かったので、この意志の強さがあだとなってしまい、人の意見を聞き入れる余裕がなくなってしまうということが多々あったと思います。しかしながら、チームでの話し合いを重ねていくと、この子にはこの子なりの考え方、価値観、行動があるんだということを理解して、協調性、柔軟性を少しは高めることができるようになったのではないかと思います。

若者議会全体の活動がふえるにつれて、やはり私自身の中でも、新城市に果たしてどう貢献していくことができるのかと考えることがふえるようになりました。そのように、少しでも新城市のことを考えてくれる若者がふえてくれることを私は本当に心の底から願っています。

これから委員になる人に伝えたいことは、やはり幅広い年齢層の考え方を吸収して、自分自身の視野を広げて、自分の成長につなげていってほしいと思っています。そんな私自身は、この若者議会の任期を終えましたら、今回、このよい経験をさせていただいたことを、新城市はこんな若者議会という活動をやっているんだよということを１人でも多くの人に伝えていくことに努めてまいりたいと考えています。

最後になりましたが、市長を始め、市役所の職員の方々、そして今も若者議会を応援してくださっている市民の皆様にお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。

以上で、私の話を終わりたいと思います。御清聴、どうもありがとうございました。

議長／竹下修平
次に、河合榛名委員お願いします。
河合委員
私は新城市を活性化させたいと思い、若者議会に参加させていただきました。しかし、普通の高校生で新城のために何ができるのだろうと不安がたくさんありました。実際、いろいろ、ああしたい、こうしたいという案は出てくるものの、どうしても私たちだけでは簡単に越えられない壁がありました。でも、議会で話し合っていく中で、私たちにでもできる政策があるということがわかり、この答申に向けてやってこれました。
若者議会を通して私は、人に何か物事を伝えるときは、話術や気持ちが必要だと知りました。そして、そのようなスキルを議会を経て向上させることができたと思います。また、同年代だけでなく、さまざまな世代の人と意見交換することができて、とても有意義な時間を過ごすことができました。来年度も若者議会を続けたいという気持ちはあるのですが、高校卒業後は県外の大学を目指しているので、委員を続けるのは難しいと思います。しかし、私たちの活動に多くの若者が賛同し、若者議会を引き継いでくれることを期待します。
以上です。
議長／竹下修平
次に、浅野朱音委員お願いします。
浅野委員
私は活動を通して以下のことを考えました。それはコミュニケーションの大切さです。自分が伝わったと思っていたことが伝わっていなかったり、相手がわかっている、知っていると思っていたことがそうでなかったり、そういった場面で相手を考えながらの意見交換はとても大変でした。しかし、話し合いを続けていくうちに、たくさんのアイデアや意見や問題点などが浮かび上がり、それを解決していく達成感を味わいました。そして、話し合いなどの大切さや、どのように話したらわかりやすく伝わるか、市役所の方や目上の方とお話しする機会もふえましたので、言葉遣いなど、若者議会で得るものはとても多かったです。そして、このように議場でのスピーチや地域意見交換会などで議会をやっている感想など、人前で話すことが多くなったので、人前で話すことの大変さや重要性、どの言葉を聞き手に伝えたいかなど、よく考えるようになりました。そして、委員をやっていたがゆえに知った新城の現状や地域の方々の思いが何より私の財産となりました。部活や勉強などとの両立は大変でしたが、それより、先を見通して行動したり、委員として活動してきた日々が何より輝いた日々でした。この日々は、とても充実していましたし、自分自身の成長にはなくてはならないものでした。第１期若者議会委員として活動してきて、とても貴重な経験をさせていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。そして、ともに議論することができ、うれしく思っています。第１期という、何もないところからのスタートで不安もありましたが、今は若者委員の１人でとても誇らしい気持ちでいます。このようなすばらしい機会を与えてくださり、ありがとうございました。
以上で、私からの話とさせていただきます。御清聴ありがとうございました。

議長／竹下修平
次に、山本恵美委員お願いします。
山本委員
きょうもちょっと緊張していますが、私は医療チームのリーダーとして年齢は一番上なのですけれども、とても頼りなく、御迷惑をおかけしたりと、申しわけなかった点が多々あり、メンターさんにも、いつもお仕事をたくさんふやしてすみませんでした。本当に普段やっているお仕事にプラスアルファでお仕事をふやしたこととかがあって、リーダーなのにいつもこんな感じなので、由季ちゃんや舞花ちゃんには本当に迷惑をかけました。でも、こんなに一回りも違う子たちと出会う機会というのは、普通に生活していたらないのです。けれども、こうして自分がここに応募していなかったら、市役所の方、市長さんもですけれども、皆さんに会うこともできなくて、市政のことも全然詳しくないのですけれども、どうしても新城をよくしたいという気持ちだけで、感情的なので皆さん知っていると思うのですけれども、それだけの思いだけでやってきたのですけれども、きょうもうまくまとめられませんが、でも本当にこうして皆さんと出会えたこと、ここに選んでいただいて、私を委員にしていただいたことをとても感謝しております。ありがとうございました。
以上です。

議長／竹下修平
次に、多田舞花委員お願いします。
多田委員
私の住むまち新城市において安心して毎日を過ごすためには、医療サービスの充実が必要である。そのためには、方針や手段である政策が必要であり、その実現に向けてどのように考えればよいのかをみずからのテーマとして掲げ、新城市若者議会へ参加しました。

これまでの任期中、私は医療チームに所属し、幅広い世代で構成される委員の方々とともに、一つのテーマについて考える機会を与えられました。定期的に開催されるグループワークでは、皆さんとともに政策の立案に向けて意見を出し合い、考え、話し合いを重ねてきました。しかしながら、その政策の実現は現実的に困難であることに直面するなど、これまで幾度となく壁にぶつかりました。こうした中、私はこれらの経験を通じて、政策の立案にはみずからの意見を発表するのと同じように、皆さんの意見を聞き、多くの意見を参考にしながら同じ目的を共有し合うことが大切であることを学びました。なぜなら、困難に直面した際に、チームの皆さんの的確なアドバイスによって前向きな姿勢になれたことにより気づいたからです。若者が集い、ともに同じテーマについて政策を考え、発表する。こうした若者議会での取り組みは、新城市がよりよいまちになっていくためには、どのような政策が必要であるかを多くの意見を参考にしながら考えるきっかけとなり、それを通じて改めて新城市に興味を持つことができます。そのため、次期以降において若者議会委員となる方々も、ぜひ多くの意見を発表し、意見を聞き、一つの政策に向けて考えてほしいと思います。私は、若者議会への参加を通じ、生まれ育った新城市に対して興味を持つことができました。できれば次期も継続して委員となり、これまでの経験を生かしながら、新城市がさらに発展するにはどのような政策が必要かを考えるために活動できたらと思います。貴重な場を与えていただき、ありがとうございました。
議長／竹下修平
次に、尾﨑由季委員お願いします。

尾﨑委員
６月の若者委員の決意表明から５か月がたちました。初めて議場という厳粛な場で自分の思いを発表することに、とても緊張したことを今でも思い出します。その後、六つのチームに分かれ、それぞれのチームで政策の内容の話し合いに入り、私は医療チームに入りました。
グループメンバー３人の目標は、新城市に産婦人科を設立することでした。市民病院や市の市職員の方々にお話を聞くと、現状、産婦人科を設立することは困難だと知りました。本来の目的、目標が達成できないことに、どうしたらいいのだろうと、私たちのチームは迷走しました。しかし、鹿児島県長島町の副町長である井上さんから、病院だけが医療ではなく、できることはいろいろありますよというお言葉をいただき、新城市の方々の健康を維持するためにできることはないかを考えました。
健康維持のために何かいいスポーツはないかと思っていたときに、バブルサッカーに出会いました。バブルサッカーは、老若男女が一緒に楽しめ、けがのリスクが少なく、消費カロリーも多く、何よりプレーする人も見ている人もおもしろく楽しめるスポーツだと、自分も経験して思いました。ぜひ新城市の方々にバブルサッカーを体験して、運動習慣を身につけていただきたいです。そして、若者に将来健康に暮らせる体を今からつくってほしいと思います。
この若者議会の活動を通して、若者である私たちにできることは限られているかもしれません。しかし、自分たちができることを考え、行動することがとても大事なことだと知りました。これからの人生で困難な場面に遭遇しても、決して諦めず、自分のできることを精いっぱいやり遂げたいと思いました。貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。

議長／竹下修平
次に、松本理奈委員お願いします。
松本委員
私は、もっと新城市のことを知りたいと思って若者議会に応募しました。そして、この日まで委員の方たちと政策を検討してきました。新城って何もないところだよね、田舎だよねと言って笑っていた大学の友人は、私の若者議会での活動を見て、新城ってすごいね、そんなにいいところだったんだね、がんばってねと言って応援してくれるようになりました。若者の意見を取り入れてもらえるということは、なかなかないことですし、若者議会は、若者がもっと市政に興味を持つきっかけになることだと思うので、第１回目の委員の私たちが最後までしっかり務め、次につなげていきたいと思います。
今回、政策をこうして提案、答申することができたのも、たくさんの方々の応援や御協力をいただいたおかげですので、感謝をしております。若者議会での経験を自分自身のこれからにつなげて生かしていきたいと思います。ありがとうございます。

以上です。
議長／竹下修平
次に、柴田綾乃委員お願いします。
柴田委員
最初に、この議場に立ったときから半年たちました。私が若者議会に入った理由は、家に届いた書類からでした。自分でもできることがあるのかと思って立候補させていただいたら、無事、若者議会の委員になることができました。その書類がなかったら、今ごろ私はここに立っていなかったと思います。
半年間、若者議会の活動を通して私が変わったと思うことは、人の意見を聞くことの大切さと、一から何かをつくり出す達成感、コミュニケーションのとり方がわかるようになったことです。８月ごろに、ずっと自分の無力さとか知識のなさとか、そういうものを実感して自分の意見が伝えられなくなったこともあったのですけれども、ほかのメンバーの松本さんや竹下さんやメンターの職員の方は優しく受け入れてくれて、無事、きょうの答申までやってくることができました。ここに、こうして立っていられることをすごく光栄に思います。私は、これからの新城を、誰もが気兼ねなくコミュニケーションのとれるまちにしていきたいと思っています。
第１期の若者議会委員として次の委員の人に伝えたいことは、成長できる機会があると思うので、ぜひやってほしいなと思いました。今日で任期が終わってしまうのですけれども、来年度からも、今年答申した政策が実施できるように歩んでいけたらいいなと思っています。
以上で、私の振り返りを終わります。御清聴ありがとうございました。
議長／竹下修平
次に、前田朝陽委員お願いします。

前田委員
皆さん、初めの所信表明のときに私が何を言ったか覚えているでしょうか。はっきりとは自分でも覚えていないのですが、一つだけ言ったことを覚えています。それは、新城市は後方支援のまちになれるということです。結果として、私が今回チームとして提案した政策は、直接後方支援につながるものではありません。そこまでにいろいろなことがあったのですが、まずは、いろいろな方への感謝を申し上げたいと思います。まずは、僕が意見を何も言えずに行き詰ったときにたくさん案を出してくれた班の委員のお２人、気持ちで突っ走ってしまったときにさまざまな知識を与えてくれたメンターの方々、僕たちの班が苦しんでいるときにたくさん新しい案を持ってくる、そして僕たちをちょっと焦らせるほかの班の皆様、私たちの政策に鋭く御指摘いただいた市役所の方々、本当にありがとうございました。

そして、話を少し戻して、なぜこのような政策になったかといいますと、ここまでにさまざまなことがありました。ここに来るまで、僕の意見というのは３回ほどまっさらになっているのですが、そのたびにどうしたらいいかということを思い悩みました。その結果、僕は一つ学びました。それは、自分たちの意見がこのままではだめだとわかったときに次にやるべきことは、自分たちが何をやりたいかというところまで戻って、そのためには何をするべきかと、大きいほうから小さいほうへだんだん下ってくる、この方法を何度も繰り返すことで、また新しいアイデアが生まれるということを一つ学びました。そのことは、自分の大きな成長だと思います。このように、初めの所信表明のときよりは一回り大きくなったと自分で実感しています。その今だから、もう１回言います。改めて、もう一度言います。新城市は防災のまち、そして後方支援のまちになることは可能です。本当にありがとうございました。
議長／竹下修平
次に、小鷹総一郎委員お願いします。
小鷹委員
半年前、自分は趣味がルービックキューブです。そういったところから、小鷹総一郎の若者議会が始まりました。最初、自分で新城に役に立てることをしてみたいという感じで若者議会に入ったのですけれども、若者議会に入ると、自分より考えている人がやはりいるのですね。自分の無力さをものすごく痛感しました。無力さを痛感したどころか、自分は本当にまだ何も知らない人間なんだなということを学びました。その機会を与えてもらったのは、若者議会を通じたメンターの方々、委員の方々です。

特に自分が無知識だなと思ったのは、南三陸へボランティアに行ったときです。自分は、毎日土日になると部屋でごろごろして無駄な時間を過ごしていますが、南三陸に行ってみますと、そういった無駄な時間はもったいないことだなと、言葉ではうまく言えませんが痛感しました。実際にテレビで見るのとは違って、被災地は言葉が詰まるほどすごい状況でした。この蓄えた知識をいろいろな人に言ってみても人の気持ちを変えることはなかなか難しいですけれども、こういったこと、自分が体験したことをいろいろな人に広めて、少しでもいろいろな人の気持ちが変わったらいいなと思います。
また、防災の講話に行ったときも、実際にいる人は歳を召された方ばかりで、若者は１人もいませんでした。なので、自分がこういったことをいろいろな人に言って、少しでも若者の意識を変えていけたらなと、今後頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
以上です。
議長／竹下修平
次に、杉木里帆委員お願いします。
杉木委員
私にとって、若者議会で若者委員として議論してきた時間は本当にあっという間でした。それだけ、ここに参加した皆さんとの議論は毎回熱く、簡単に答えが出るものではなかったですし、本当に真剣だったと思います。こんなに新城について一生懸命になれる若者がいると知れてうれしく思いましたし、自分自身にも、こんなに真剣になれることがあったんだなと実感できました。
時間や予算など、さまざまな制約がある中で自分たちの考える政策を練り上げるという経験は、大変である反面、自分の一生の中で、もうないのではないかなと思います。それだけに責任も感じていましたし、同時に、強い使命感も芽生えました。私が新城を変えるんだ、もっともっといいまちにするんだという強い思いが自分を突き動かしていました。もちろん、私１人の思いでまちが変わるわけではないのはわかっています。しかし、その私の思いが一部となって実現されるという現実が目の前まで来ています。この感動と達成感、そしてこれから新城の未来についてこんなにも思いを馳せることができるのは、この若者議会に参加したからです。
私は、ただの大学生です。どこにでもいる大学生です。でも、私のような人間一人一人が市民であり、この新城市をつくり上げているのだと思います。来年度からも、これからもずっと、私のような普通の若者たちが思いを一つにして、この新城を背負っていってほしい、背負っていきたいと思っています。その１歩を踏み出したのが自分であることは本当に誇らしいです。きょうまで本当にありがとうございました。
企画部理事
最後に、議長の思いを述べていただきたいと思います。竹下議長、よろしくお願いいたします。
議長／竹下修平
席にて失礼いたします。本日はお忙しい中、お集まりいただき、本当にありがとうございました。若者委員の皆さんが、言いたいことはほとんど代弁してくださったので、自分からは若者議会の今後の可能性というところについて、少しお話させていただきたいです。

皆さんは、若者議会という言葉を初めて聞いたとき、どんなイメージを持ちましたか。若い人がやりたいことを何となくまとめ上げるだけ、そのように考えた人も少なからずいるかもしれません。しかし、本日私たちの発表を聞いてくださった方々には、そうでないことが伝わったかと思います。私たちは約半年間、新城の現状、これからの新城について真剣に考えてきました。そして、この経験を通して若者委員一人一人の成長が感じられました。きょうの答申後の発表を聞いていても皆さんに伝わったと思いますが、最初の所信表明のころに比べて、若者委員一人一人の立ち振る舞いだったり、しゃべり方、考え方、全てが成長していることが伝わったと思います。
きょう感じてもらったように、新城の若い人々がこうやって成長して、新城の若い人の品質が上がるということが若者議会のとても大きな成果であると感じました。そして、若者議会はことし生まれたばかりなので、これからどんどん続いていって、蓄積されたノウハウだったり、そういったものがどんどん大きくなって、例えばほかの市にも伝染して、東三河全体で若者議会を開催したり、そういった方向にどんどんこの活動が広がっていけばいいなと思っています。

最後になりましたが、穂積市長を初め、私たちの政策づくりに御協力いただいた市役所の職員の方々、そして温かく見守っていただいた地域の方々に感謝を申し上げまして、議長からのあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。

市議会議長あいさつ

議長／竹下修平
それでは続いて、お忙しい中、出席いただきました夏目市議会議長様からごあいさつを賜りたいと存じます。よろしくお願いします。
市議会議長／夏目勝吾
皆さん、改めましてこんばんは。ただいま御紹介いただきました、新城市議会議長の夏目でございます。若いというのはいいな、このように感じて、いろいろな皆さんの今までの感じられたことを伺わせていただきました。
６月３日に、この議場で一人一人の皆さん方から、若者議会のこれからの所信表明を私もこの席で伺わせていただきました。この間、若者議会、あるいは合宿、分科会などを通じて活発な御議論をされてみえたと思います。平成28年度の若者予算事業計画を策定されたわけでありまして、先ほど市長への答申ということで、６チームの皆様方から、ふるさと情報館リノベーション事業、情報共有スペース設立事業、新城市若者議会特化型ＰＲ事業、いきいき健康づくり事業、お喋りチケット事業、若者防災意識向上事業と、六つの事業報告をいただきました。本市にとりまして、大変重要な課題でございます。これから若者議会の委員の皆さん方の真剣に考えられた政策が真摯に検討されていくことに、私ども市議会も期待いたしているところでございます。
委員の皆さんにおかれましては、きょうに至るまでの準備やなれない議場での発表と、大変お疲れになられたことと存じます。大変御苦労さまでございました。しかし、市長への答申はされましたが、今後、ともに新城市政の発展に向けて、今までの若者議会での経験を十分に生かされまして市政にいろいろな面で御提案をいただくことに、あわせてまた御期待を申し上げるわけであります。若い皆さんの議論が、そして熱意によりまして、よりよい新城を築き上げていくことに、大いに私ども議会としても応援をしてまいりたいと思っております。
最後になりましたけれども、若者議会の皆さんの今後ますますの本市での御活躍と、この経験を生かした皆さんの英知を市民に十分ひとつ浸透させていただき、皆さんの御健勝とこれからの御活躍に大いに御期待を申し上げまして、私からの一言のごあいさつとさせていただきます。本日は大変ありがとうございました。これからもよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。

市長あいさつ
議長／竹下修平
ありがとうございました。最後に、穂積市長からごあいさつを賜りたいと存じます。お願いします。

市長／穂積亮次
皆さん、６月から始まった政策づくり、きょうの答申を目指して日に日に日を重ねて、時には夜を徹するような勢いで議論を重ねてきて、先ほどの六つの事業の答申となったと思います。
まずは、今後のこの答申を受けての流れでありますけれども、現在、新城市全体では、平成28年度、来年の４月から始まる年度の予算をつくる作業に役所全体で入っています。各部課の予算要求というものが全て出そろってくるのが11月の終わりから12月の初め、それからこの10月の間、それぞれ２人ずつ組んで10の自治区、地域協議会に参加いただいたと思うのですけれども、そのときには各自治区からも予算建議書という形で、それぞれの地域自治区の予算事業が要求として出てきます。そして、それが全部出そろうのが、先ほど言ったように11月から12月にかけてです。それを市のほうで全体を整理しまして、収入の見込みと、それから要望された各事業を積み上げたときの支出の見込み、その間には多分、大体がかなり差がありまして、収入見込みよりも支出の要望のほうが多いものですから、それはまた査定といいまして、各レベルでいろいろ議論をして、調整をしていきます。最終的には、来年の初めに市長査定というのが行われて、自治体の予算編成権というのは市長にしかないんですね、市長が予算を編成して、最終的に議会に提案します。それが２月の初めに予算案ができてきます。その予算案の中に、きょう答申いただいた若者議会関連の政策予算を組み込んでいくことになります。同時にそれは、皆さんからいただいたものがそのまま予算案になるかどうかというのは、まだこれから議論の中で煮詰めていかなければなりません。８月の終わりでしたか、この場で部長たちを交えて議論をしたと思いますけれども、それぞれの担当の職員の中にはいろいろな意見がありますし、また、その事業をどのように政策の中に位置づけていくかについては、もう一段レベルの違うところの議論が必要になってきます。そして、それを最終的に市長提案としてまとめるのが２月の初めに予算案ができ上がっていき、そして３月に市議会の３月定例会、予算議会というものがあります。その中で、若者議会若者政策予算として上程したものを議会で審議いただいて、最終的に可否が決せられます。予算の編成をする権限、それから予算を提案する権限というのは市長にしかありませんけれども、市の予算を審議して議決をする権限というのは議会にしかありません。その議会の承認を経て初めて、皆さんの提案した若者議会関連の予算が正式の予算として来年の４月から執行されていくことになります。ですから、皆さんのこれからの役目は、市の予算の全体ができ上がってきて、議会で審議をされていくプロセスをしっかりと見つめていただかなければなりません。その中で、どんな議論がされ、どんな決定を見るのか、それに対して皆さんのかかわり方、それぞれの形で情報をしっかりと受けとめて、この若者議会というものが新城市並びに新城市議会にどんな反響を及ぼしているのかをしっかりと受けとめてもらいたいと思います。そして、もし議会で議決を得たり、場合によっては修正を受けることもあるわけですけれども、議会の若者の皆さんの提案された政策が全部、もしくは一部、来年の４月以降、執行されていくことになると思います。いろいろなリノベーションの提案がありました。リノベーションですから、当然、物理的に物が変わっていきます。あるいは、お喋りチケットのように、高齢者との関係性を変えていくような事業も提案されました。あるいは、健康づくり、防災意識、若者議会そのものをＰＲ、情報共有、さまざまな提案が出されましたけれども、それぞれ形を持って具現化されていくものもあると思いますし、あるいは思ったとおりにはうまくいかない事業もあろうかと思いますけれども、そのプロセス全体を皆さんは見つめてもらう責任があろうと思います。

そうしたことを通じて、私が若者議会を始めるときに皆さんに申し上げたことかもしれません。あるいは、去年の２月ぐらいでしたか、若者政策のワーキンググループの最初の会合が行われたときに、いわゆる白熱教室と称してやりましたけれども、そのときにも少し言ったことですし、また金田委員が言っていただいたように、この数年間、成人式の中で繰り返し新成人の皆さんに言ってきたことでもありますけれども、新城市、ひいては日本の国というものが、今の若者たちの力をどうしても必要としているということ、君たちの意思と行動がどちらに向かうかによって、これからの日本社会が大きく決定づけられるということを言いました。それは単に期待の気持ちの表明だけではなくて、この若者議会を通じて皆さん自身が、自分たちが社会に対して影響力を及ぼし得る存在だということをしっかりと理解してほしいと思っています。君たちの行動が日本の社会の幾つかを変えていきます。あるいは、変えざるを得ないように仕向けていきます。いいように変わるか、悪いように変わるか、これはまた別です。けれども、君たちの存在、ひいてはそれぞれの国民の存在が政治に影響を与えないなんてことは絶対にありませんし、国の行く末に影響を与えないなんてことは絶対にありません。そして、若い人たちが行動することは、必ず社会全体に大きな影響力を及ぼしていきます。それは、この若者議会が大きく注目されていることでもわかると思いますし、地域協議会に出て、若者議会を報告したときの参加者の皆さんの反応を通じてもわかってもらえると思います。ただ、若者には参加の権利や参加の条件はあっても、それを十分に使いこなすかどうかは、若者たち自身の主体的な行動にかかっていますから、影響力を及ぼすといっても、主体的、能動的に影響力を及ぼすか、あるいは受動、受け身の立場で、時に流されて、あるいはやけになったり、どうせ変わらないやというニヒリズムになって行動していくかは、大きな分かれ目があります。この若者議会を通じて、最後に今、竹下議長がまとめていただいたように、若者の品質という、言い得て妙な言葉を使ってもらいましたけれども、若者の品質が上がることが新城市の次の品質を、市の品質を決めるのだということを言ってくれましたけれども、今、そういう最初の一歩を皆さんが踏み出してくれました。
そして、今なぜ日本の社会の中で新城市が始めた若者議会がこれほど大きな注目を集めているのか、若い人たちの意見をこうした形で聴くのが初めての試みだったという、いわゆる新しいもののニュースだけという意味でしょうか。そうではないのですね。そうではなくて、これから本格的な人口減少時代に入っていく、新城市も消滅可能性都市なんて言われている、そういう時代の向き合い方を、我々日本人がどんな向き合い方をこれからの新しい時代にしていくのか、このことを決めるのが、実は若い人や女性たちがこれからどんな行動をとっていくのかで決まっていくからなのですね。

人口減少と聞くと、全体の今までの高度成長時代というのは、どんどんどんどん物が膨らんでいって、物も豊かになって、パイも膨らんでいって、それをどう分け合いましょうかというのが政治だった。今度は逆に言うと、どんどん、もしかすると縮小していってしまうかもしれない。縮小するものを奪い合う社会にしていくのか、それとも次のステップに進むために、より公正で公平な社会にしていくのか、それが今、日本の全体に、国民全体に問われているのですね。若者の持つ正義感、公平公正なものを求める信条、不正を憎む心、一方では時として自暴自棄になりそうになる心、社会に出ていくことの不安や自信のなさ、こういうものの葛藤の中で、若者時代というのは過ごされていきます。その、よりよいものをつくっていこうという正義感や自負心や自覚や誇りというのは、どこから出てくるのかというと、自分一人の中からは絶対に出てこない。語り合い、試し合い、助け合っていく中で、自分たちの若者としての集団の力を自覚し、それによって社会に影響力を及ぼそうという、その行動の中から、次の社会を担うよりよい知性や感性というのが育まれていくと思っています。そういう意味で、前の８月のときに、私がこの場で皆さんのチームの提案を聞いた上で、新城市は若者議会、若者政策に対して本気で取り組むということを申し上げました。そして、皆さんも本気以上の本気で取り組んでくれたと思います。これをさらに、より広い若者たちに広めていく、大きな熱のある、燃え盛るような若者のまちにしていくには、情熱と風を吹かせようというみんなの努力と、そしてそれに耳を傾ける同世代の、あるいは後輩たちの存在が必要ですけれども、それが確実に生まれてきたなと思います。
来年以降、もしもこの予算事業が具体化、執行されたときに、皆さんは同時に、自分自身の検証が問われてきます。こんなはずじゃなかった。あるいは、結構うまくいったな。あるいは、ちょっと思っていたのと違っていたな。それは、ある意味では鏡を通じて自分自身を見ることでもあります。若者議会は何だったのか。そこからまた、その鏡の姿を見て、次の若者世代がもっと頑張ろうというように、意欲を持ってもらえるように、この若者議会を続けていきたいと思っています。
いずれにしても、大変長い期間にわたり御苦労さまでした。皆さんの努力の成果として、しっかりと受けとめさせてもらいたいと思います。また、皆さんからそれぞれ、職員やメンターのメンバーに感謝の言葉が出されたことに、私からも感謝をしたいと思っています。多くの皆さんの支えでここまで来られたことは間違いありませんし、また皆さん同士の支え合いもあったと思います。これを大きな財産にして、次のステップに向かってほしいと思います。
これからの流れを先ほど申し上げました。来年の３月議会までは、皆さんの政策がものになるかどうかは、まだ不確定です。なおその中にしっかりと見つめる義務というものがあるということも受けとめてほしいと思います。

以上、若者政策の答申を受けての市長としての皆さんへの感謝と、そしてこれからへの激励の言葉としたいと思います。ともに頑張りましょう。
議長／竹下修平

　ありがとうございました。

市長への答申は終わりましたが、３月までにまだまだ自分たちの政策を詰めていけるところがたくさんあると思います。そこを今後は詰めていきたいと思いますので、先ほどの振り返りの中では、もう任期を終えてやり切ったような発言が見られる方もいましたが、残り数か月、一緒に頑張りましょう。よろしくお願いします。
これをもちまして、新城市若者議会を閉会させていただきます。ありがとうございました。
（拍手）

午後8時49分　閉会
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